
第４学年 算数科学習指導案 

 

児 童 ４年１組（男子１３名 女子１５名 計２８名） 
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１ 単元名  わり算の筆算を考えよう 

 

２ 単元について 

整数の除法の計算は，除数が１位数の場合については第４学年第３単元で一通り完成している。本単

元は，除数が２位数で被除数が２，３位数の計算方法を学習する。初めに，仮商を求めるときに必要な(何

十)÷(何十)，(何百)÷(何十)などの計算を暗算で処理する方法を扱う。次に，除数が（何十何）の計算
を筆算で処理する方法を扱う。ここでは、除数の見方によって過大商になったり過小商になったりして

も，その場にふさわしい方法で商を修正することを学習する。さらに，除法の性質として，a÷b＝
(a×c)÷(b×c)， a÷b＝(a÷c)÷(b÷c)を具体的な数値とともに理解させる。この性質は，第５学年の小数の
除法計算の基礎ともなるべきものである。本単元では，整数の除法の計算の一応の完成を図ることをね

らいとしている。 

児童は，３年生の頃から１Ｃ２Ｔや２Ｃ３Ｔの少人数指導で学習してきている。算数意識調査による

と，問題を解いたり繰り返し練習したりするのは好きだが,やり方を説明するのはどちらかというと嫌い

な傾向にある。また,第３単元テストでは89.2％，一学期の計算力テストにおいては95.1％の正答率で

あった。除数が１位数の場合の筆算についてはよく習熟できているが，乗除混合・連除の立式やその計

算，商に０がたつ場合の筆算について理解不十分な児童も見られる。 

そこで，本単元の指導にあたっては，筆算の＜たてる＞＜かける＞＜ひく＞＜おろす＞の各段階の意

味を十分理解できるようにするとともに，１位数でわる除法の計算方法を生かして２位数でわる計算を

工夫して考えだせるようにしたい。そして，除数が何十に近いかを見て仮商の見当のつけ方を理解させ，

できるだけ真商に近い仮商のたて方と確実なその修正ができるように習熟を図りたい。また，商のたつ

位置の判断と，あまりと除数を比べてわり算を進めるべきかどうかの判断をしっかりさせていきたい。

そのために，除法の意味に立ち戻り，意味と形式のつながりを大切にしていきたい。さらに，検算の方

法として被除数，除数，商，あまりの関係を調べ，乗法を含めて除法についての理解を深めていきたい。 

 

３ 単元の目標 

○筆算形式による２～３位数を２位数でわる除法計算のしかたについて理解し，それを適切に用いる

能力を伸ばす。 

〔関心・意欲・態度〕 ・除法が２位数の除法計算のしかたを，除法計算のしかたをもとに進んで考えよ

うとする。 

〔数学的な考え方〕  ・見積もりをもとに，仮商の立て方や修正のしかたについて考える。 

〔表 現・処 理〕  ・除法が２位数の除法計算を筆算で正確にできる。 

〔知 識・理 解〕  ・除数が何十の除法計算のしかたを理解する。 

・除数が２位数の除法の筆算のしかたを理解する。 

 



４  関連と発展 

3年        4年         5年 

 

 

５ 単元指導構想表（別紙）   ６ 評価規準表（別紙） 

７ 個への配慮 

本単元では, 概念形成や意味理解の段階では主にＴＴの形態をとり，児童の様々な考えを交流させ学

習の意欲を喚起させたい。また，商の見当をつけたり修正したりする段階では，初めての経験なので理

解のしかたと習熟に差が出ると予想されるため，１Ｃ２Ｔのコース別少人数指導を取り入れたい。 

さらに，小単元の後に２Ｃ３Ｔの少人数指導で，習熟の程度に応じた練習の時間を確保していきたい。

コース選択については，まず児童がどのコースに行って学習したいのか希望を取り，その後，前時まで

の技能習得状況等の資料を基にそれぞれのコースにおいて難易度や問題数に配慮しながら個別指導も行

っていきたい。 

＜１Ｃ２Ｔ＞ 

＜２Ｃ３Ｔ＞ 

少人数コース 児 童 の 実 態 と 手 立 て 

しっかり 

コース 

自力解決が困難な児童が多い。筆算の仮商の見当のつけ方や修正のしかたを振り返

り，繰り返し練習させたい。 

チャレンジ 

コース 

立式から計算まで自分の力で進めることができるが，速さや正確さにかける児童が多

い。数多くの問題に取り組ませ，検算をしっかり行うようにさせたい。 

チャンピオン

コース 

学習内容がよく理解でき，意欲的に問題解決に取り組む児童が多い。応用・発展的な問

題に取り組ませ，除法を用いる能力を伸ばしていきたい。 

少人数コース 児 童 の 実 態 と 手 立 て 

しっかり 

コース 

問題文の内容を読み取ったり，計算から正しい答えを導いたりすることが難しい児

童が多い。したがって，問題文から立式するような場合は，図を手がかりに取り組ま

せたい。「たしかめる」段階では，ペア同士で確かめ自信を持って発表したり，自分の

考えと比べながら聞いたりできるようにしていきたい。筆算では，必ずかけ算・ひき

算の補助計算を行わせ，確実に答えを求めさせていきたい。練習問題にも数多く取り

組ませることにより，できたことを賞賛し意欲面でも高めていきたい。 

チャレンジ

コース 

立式から計算まで自分の力で進めることができる児童が多い。しかし，自分の考え

を皆の前で自信を持って説明できる児童は少ない。図や言葉，既習の計算方法などを

手がかりとして自力解決をさせ，筋道立てて説明できる力を伸ばしていきたい。「ひろ

める」段階では，例題や類題の解答を基にしながら，自分の力で数多くの問題に取り

組ませるようにしたい。さらに，除法計算を速く確実に解くようにさせるとともに，

発展問題に取り組ませ除法を用いる能力を伸ばしていきたい。 

③ わり算       

・除法の意味と演算記号 

・九九を1回適用する除法計算（あ

まりなし） 

③ わり算の筆算（１）  

・２～３位数÷１位数の筆算形式 

・倍と除法の意味の拡張（倍の第１・

３用法） 

・１位数でわる除法の暗算 

② 小数のかけ算とわり算（１） 

・整数，小数÷整数（商が小数）の

計算と筆算形式 

⑦ あまりのあるわり算 

・九九を一回適用する除法計算（あま

りあり） 

・答えの確かめ方 ・あまりの意味 

⑦ わり算の筆算（２） 

・何十でわる除法 

・「商」「積」の用語 

・２～３位数÷２位数の筆算形式 

・除法の検算のしかた 

・除法について成り立つ性質 

⑥ 分数と小数 

・整数の除法の商は分数を用いると

いつも１つの数として表せること 

④ 小数のかけ算とわり算（２） 

・小数でわる除法の意味と計算 

・整数，小数÷小数の計算と筆算形

式 



８ 本時の指導 【６／１５時】－4年1組  

（１）目標 ２位数÷２位数の筆算で過小商をたてたときの仮商修正の意味とそのしかたを理解し，その

計算ができる。 

（２）展開 （チャレンジコース） 

段階 学習内容と活動 活動への支援・留意点 備  考 

つ

か

む 

12 

分 

１ 問題を把握する。 

７８÷１９の筆算の仕方を考え

ましょう。 

ア ７をたてる。(除数１０とみる) 

２ 課題をつかむ。 

ちょうどよい商のたて方を考え

よう。 
 

 

 

 

 

・除数は何十に近いか注

目させる。 

（準） 

掲示用紙板書 

（問題） 

み

と

お

す 

８ 

分 

３ 解決の見通しを持つ。 

ア わる数を20とみる。 

４ 自力解決する。 

ア ３をたてる。（除数20とみる） 

イ ４をたてる。（仮商修正） 

ウ ４をたてる。（80÷20とみる） 

・真商に近い仮商をたて

るため，除数は何十に

近いかに着目させる。 

・余裕のある児童には，

考え方の説明をノー

トに書かせる。 

た

し

か

め

る

10

分 

５ 各自の考えを発表し合う。 

ア 仮商のまま 

イ 仮商修正 

・わる数の１９を２０とみる。 

・わられる数７８と２０を比べて商に３

をたてる。 

・１９と３の積を７８からひくと２１で

まだひける。 

・商を１大きくする。 

ウ 概数で計算 

・仮商のたて方，修正の

しかたを筋道立てて

説明させる。 

・仮商修正をしないでい

る児童には，除数とあ

まりを比べてわり算

を進めるべきかどう

か判断させる。 

 

ま

と

め

る

５

分 

６ 学習のまとめをする。 

 

見当をつけた商が小さすぎた時

は商を１大きくする。 
 

 

 

 

（評）＜表＞ 

 

Ａ 除数の一の位を切

り上げて商の見当を

つけることができる。

また，過小商の修正に

ついて説明すること

ができる。 

 

Ｂ 除数の一の位を切

り上げて商の見当を

つけることができる。

また，過小商の修正が

できる。 

 

Ｃ児への手だて 

除数とあまりの大

きさを比べ，たてた仮

商を１大きくして修

正を行うよう助言す

る。 

ひ

ろ

め

る

10 

分 

７ 練習問題を解く。 

・教科書Ｐ１８① 

 

 

・計算スキル 

 

８ 次時の学習を知る。 

・初めの1問は，みんな

で解き方を確認する。 

・早く終わった児童には

問題を用意しておく。 

・除数をいくつと見るか

によって修正の回数

が違ったことを話す。 

 

 

（準）計算スキル 

学習プリント 

 

 

 

（３）評価 

＜表＞２位数÷２位数の筆算で過小商をたてたときの仮商修正の意味とそのしかたを理解し，その計算

ができたか。 



 

８．本時の指導 【６／１５時】―４年1組 

（１）目標 ２位数÷２位数の筆算で過小商をたてたときの仮商修正の意味とそのしかたを理解し，その

計算ができる。 

（２）展開 （しっかりコース） 

段階 学習内容と活動 活動への支援・留意点 備  考 

つ

か

む 

 

15

分 

１ 問題を把握する。 

７８÷１９の筆算の仕方を考え

ましょう。 

・計算の手順を確認する。 

２ 課題をつかむ。 

ちょうどよい商のたて方を考え

よう。 
 

 

・７をたてると大きす

ぎることを理解させ

る。 

・除数の１９を２０と

みて，３をたてて計

算させる。 

（準） 

掲示用紙板書 

（問題） 

 

み

と

お

す 

５

分 

３ 解決の見通しをもつ。 

 

 

４ 自力解決をする。 

 

た

し

か

め

る 

５

分 

５ 考えを発表する。 

ア 商を小さくする。 

イ 消して商を大きくする。 

ウ ×をつけ，商を大きく直す。 

 

 

６ 計算のしかたを確認する。 

・仮商のたて方，修正

のしかたを説明させ

る。 

・正答例をＣとする。 

・「まだひける」と「商

をまだ大きくでき

る」を結び付けて教

える。 

ま

と

め

る

５

分 

７ 学習のまとめをする。 

 

見当をつけた商が小さすぎた時

は商を１大きくする。 
 

・「まだひける」という

こと，「商をまだ大き

くできる」というこ

とを結び付けて教え

る。 

（評）＜表＞ 

Ａ 除数の一の位を切

り上げて商の見当を

つけることができる。

また，過小商の修正に

ついて説明すること

ができる。 

 

Ｂ 除数の一の位を切

り上げて商の見当を

つけることができる。

また，過小商の修正が

できる。 

 

Ｃ児への手だて 

除数とあまりの大

きさを比べ，たてた仮

商を１大きくして修

正を行うよう助言す

る。 

ひ

ろ

め

る 

15

分 

８ 練習問題を解く。 

 

・教科書Ｐ１８ ① 

 

 

・計算スキル 

 

 

９ 次時の学習を知る。 

・（１）（４）（６）をチ

ェックする。この時

間は，×をつけ，仮

商修正したものを模

範解答例とする。 

・わる数をいくつとみ

るかによって，修正

の回数が違ってくる

ことを話す。 

 

 

 

（準）計算スキル 

 

 

 

（３）評価 

＜表＞２位数÷２位数の筆算で過小商をたてたときの仮商修正の意味とそのしかたを理解し，その計算

ができたか。 



８ 本時の指導 【７／１５時】―４年２組 

（１）目標 除数を切り捨て，切り上げの両方による仮商修正のしかたを比較し，自分が考えやすい除数

の処理のしかたを考えることができる。 

（２）展開 （チャレンジコース） 

段階 学習内容と活動 活動への支援・留意点 備  考 

つ

か

む 

５

分 

１ 問題を把握する。 

８７÷２５の筆算のしかたを考えま

しょう。 

２ 課題をつかむ。 

わる数が２５のような筆算のしかた

を考えよう。 
 

 

 

・おおよその答えを予

想させる。 

（４，３，２） 

 

 

（準） 

・掲示用紙板書 

（問題） 

み

と

お

す 

８

分 

３ 解決の見通しをもつ。 

ア ２５を２０とみる。 

（切り捨て）４をたてる。 

イ ２５を３０とみる。 

（切り上げ）２をたてる。 

ウ 始めから３をたてる。 

４ 自力解決をする。 

 

・仮商修正できない子

には個別支援を行

う。 

た

し

か

め

る 

12

分 

５ 各自の考えを発表し合う。 

ア （切り捨て）４をたてる。商が４で

は大きいので，３にする。 

イ （切り上げ）２をたてる。商が２で

は小さいので，３にする。 

ウ ２５の３倍は７５なので，３をたて

る。 

６ 過大商，過小商のやり方を比較する。 

 

 

 

 

・どちらのやり方でも

正しい答えを導くこ

とができることを理

解させる。 

ま

と

め

る

５

分 

７ 学習のまとめをする。  

わる数の一の位が５の時は，大きく

みても小さくみてもよい。 

 

 

（評）〈考〉 

Ａ 除数を適宜四捨五

入するなど，適切な

商をたてて計算でき

る。商が大きすぎた

り小さすぎたりした

場合も修正し，計算

できる。 

Ｂ 仮商修正のしかた

を比較し，自分が考

えやすい除数の処理

のしかたを考え計算

している。 

Ｃ児への手だて 

「ひけない時は１

小さくする」，「まだ

ひける時は１大きく

する」ように助言す

る。 

ひ

ろ

め

る

15

分 

８ 練習問題を解く。 

・教科書   Ｐ１９① 

 

Ｐ１９② 

 

・計算スキル 

 

 

９ 次時の課題を知る。 

・わる数の一の位が４，

６の問題にも触れ，

どちらで解いても同

じ結果になることに

も触れさせたい。 

・早く終わった子には

補充問題を用意す

る。 

 

 

 

 

 

（準）計算スキル 

学習プリント 

（３）評価 

〈考〉除数を切り捨て，切り上げの両方による仮商修正のしかたを比較し，自分が考えやすい除数の処

理のしかたを考えることができたか。 



 

８．本時の指導 【７／１５時】―４年２組 

（１）目標 除数を切り捨て，切り上げの両方による仮商修正のしかたを比較し，自分が考えやすい除数

の処理のしかたを考えることができる。 

（２）展開 （しっかりコース） 

段階 学習内容と活動 活動への支援・留意点 備  考 

つ

か

む 

 

５

分 

１ 問題を把握する。 

８７÷２５の筆算のしかたを考えま

しょう。 

 

２ 課題をつかむ。 

わる数が２５のような筆算のしかた

を考えよう。 
 

 

・前時，前々時の活動

を想起させ，２通り

の何十のかたまりに

もみることができる

ことを理解させる。 

 

 

（準） 

・掲示用紙板書 

（問題） 

 

み

と

お

す 

 

た

し

か

め

る 

 

15

分 

３ わる数を２０とみた場合を学習する。 

・解決の見通しをもつ。 

・自力解決をする。 

・考えを発表する。 

『２５を２０とみて計算すると，ひけ

なくなったので商を１小さくして計

算しました。』 

４ わる数を３０とみた場合を学習する。 

・解決の見通しをもつ。 

・自力解決をする。 

・考えを発表する。 

『２５を３０とみて計算すると，まだ

ひけるので商を１大きくして計算し

ました。』 

 

 

・一つずつ解決し，比

較する。 

 

 

 

 

・どちらのしかたでも

正しい答えを導くこ

とができることをお

さえる。 

ま

と

め

る

５

分 

５ 学習のまとめをする。 

 

わる数の一の位が５の時は，大きく

みても小さくみてもよい。 
 

・わる数の１の位が４

や６の場合でも同じ

ことがいえることを

教える。 

 

（評）〈考〉 

Ａ 除数を適宜四捨五

入するなど，適切な商

をたてて計算できる。

商が大きすぎたり小

さすぎたりした場合

も修正し，計算でき

る。 

Ｂ 仮商修正のしかた

を比較し，自分が考え

やすい除数の処理の

しかたを考え計算し

ている。 

Ｃ児への手だて 

「ひけない時は１小

さくする」，「まだひけ

る時は１大きくする」

ように助言する。 

ひ

ろ

め

る 

 

20

分 

６ 練習問題を解く。 

・教科書Ｐ１９ ① 

 

Ｐ１９ ② 

 

・計算スキル 

 

７ 新たな課題を知る。 

・黒板を上下２段 ４

区切りに分け，解答

を書かせる。 

・どちらのしかたも答

えは同じであるとい

うことを再度確認す

る。 

 

 

 

 

 

（準）計算スキル 

（３）評価 

〈考〉除数を切り捨て，切り上げの両方による仮商修正のしかたを比較し，自分が考えやすい除数の処

理のしかたを考えることができたか。 



５．単元の指導構想表 

第４学年「わり算のしかたを考えよう」単元構想表 

小単元 何十でわる計算 ２けたの数でわる筆算（１） 

時 １ ２ ３・４ ５ ６（４－１本時） ７（４－２本時） 

目 標 

何十でわる計算（あまりなし）を理解

し，その計算ができる。 

何十でわる計算（あまりあり）を理

解，その計算ができる。 

２位数÷２位数（仮商修正なし）の筆

算の仕方を理解し，その計算ができる。 

 

２位数÷２位数の筆算で過大商をた

てたときの仮商修正の意味とそのしか

たを理解する。 

２位数÷２位数の筆算で過小商をた

てたときの仮商修正の意味とそのしか

たを理解する。 

除数を切り捨て，切り上げの両方によ

る仮商修正のしかたを比較し，自分が考

えやすい除数の処理のしかたを考える

ことができる。 

つかむ 

１．問題を把握する。 

色紙が６０まいあります。この

色紙を1人に２０まいずつ分ける

と，何人に分けられますか。 

２．課題をつかむ。  

６０÷２０の計算の仕方を

考えよう。 

１．問題を把握する。 

９０÷２０の計算の仕方を考

えましょう。 

自力解決 

２．課題をつかむ。  

あまりのある計算のしか

たを考えよう。 

１．問題を把握する。 

色紙が８７まいあります。1

人に２１まいずつ分けると，何人

に分けられますか。 

２．課題をつかむ。 

８７÷２１の計算の仕方を考

えよう。 
 

１．問題を把握する。 

８６÷２３の筆算の仕方を考

えましょう。 

自力解決 

２．課題をつかむ。 

ちょうどよい商のたて方を考

えよう。 
 

１．問題を把握する。 

７８÷１９の筆算の仕方を考

えましょう。 

自力解決 

２．課題をつかむ。 

ちょうどよい商のたて方を考

えよう。 
 

１．問題を把握する。 

８７÷２５の筆算の仕方を考

えましょう。 

自力解決 

２．課題をつかむ。 

わる数が２５のような筆算の

仕方を考えよう。 
 

みとおす 

３．解決の見通しを持ち，自力解決する。 

ア 図を使う。 

イ ６÷２から推測する。 

３．解決の見通しを持ち，自力解決す

る。 

ア 図を使う。 

イ ９÷２から推測する。 

３．解決の見通しを持ち，自力解決する。 

ア ひき算で考える。 

８７－２１－２１－２１－２１ 

イ たし算で考える。 

２１＋２１＋２１＋２１ 

ウ 検算のしかたを用いて考える。 

２１×□＝８７ □＝４ 

３．解決の見通しを持ち，自力解決する。 

２３をいくつとみるかを考える。 

ア ４をたてる。（２０とみる） 

イ ３をたてる。 

３．解決の見通しを持ち，自力解決する。 

ア ７をたてる。（１０とみる） 

イ ３をたてる。（２０とみる） 

ウ ４をたてる。（２０・８０とみる） 

３．解決の見通しを持ち，自力解決する。 

ア ４をたてる。（２０とみる） 

イ ２をたてる。（３０とみる） 

ウ ３をたてる。 

 

たしかめる 

４．各自の考えを発表しあう。 

ア １０の束６個，２０ずつ分ける。 

イ ６÷２の答えを出し，検算で確か

める。 

５．一人分の枚数を求める式とその根拠

を考える。 

・６０÷２０の計算も１０をもとに６

÷２をもとにすれば求められる 

４．各自の考えを発表しあう。 

ア １０の束９個を２０ずつ分け

る。 

イ ９÷２の答えを出し，検算で確

かめる。 

５．「商」「積」の用語を知る。 

４．各自の考えを発表しあう。 

ア ８７－２１－２１－２１－２１ 

 4回引けてあまり３まい 

イ ２１＋２１＋２１＋２１ 

4回足せて３まいあまる。 

ウ ２１×□＝８７ 

□＝４＋３ 

４．各自の考えを発表しあう。 

ア 商を小さくする。 

イ 商を大きくする。 

４．各自の考えを発表しあう。 

ア 商を小さくする。 

イ 商を大きくする。 

４．各自の考えを発表しあう。 

ア 商を小さくする。 

イ 商を大きくする。 

まとめる 

６．学習のまとめをする。 

１０をもとにして考える

と，６０÷２０の答えは，６

÷２の答えと等しくなりま

す。 
 

６．学習のまとめをする。 

１０をもとにして考えるの

で，９０÷２０の答えは，４

あまり１０です。  
 

５．学習のまとめをする。 

・８７÷２１は８０÷２０とみ

て商の見当をつける。 

・８７÷２１の筆算のしかた 

「たてる」「かける」「ひく」 
 

５．学習のまとめをする。 

見当をつけた商が大きすぎた

ときは商を１小さくする。 
 

５．学習のまとめをする。 

見当をつけた商が小さすぎた

ときは商を１大きくする。 
 

５．学習のまとめをする。 

わる数の１の位が５の時は大

きくみても小さくみてもよい。 
 

ひろめる 

７．練習問題を解く。 

 

 

８．次時の学習を知る。 

７．練習問題を解く。 

 

 

８．次時の学習を知る。 

６．練習問題を解く。 

 

 

７．次時の学習を知る。 

６．練習問題を解く。 

 

 

７．次時の学習を知る。 

６．練習問題を解く。 

 

 

７．次時の学習を知る。 

６．練習問題を解く。 

 

 

７．次時の学習を知る。 

課題解決の 

ポイントとなる 

基礎的事項 

 

・九九を使ったわり算ができる。 

・１０の束で考えることができる。 

・１００の束で考えることができる。 

 

・九九を使ったわり算ができる。 

・１０の束で考えることができる。 

・１００の束で考えることができる。 

 

 

・１０，１００の倍数を一位数でわる除

法計算の仕方を理解する。 

・おおよその数でみることができる。 

 

 

・大きい位から商を考えることができ

る。 

・おおよその数でみることができる。 

・２位数÷１位数の筆算ができる。 

 

・大きい位から商を考えることができ

る。 

・おおよその数でみることができる。 

・２位数÷１位数の筆算ができる。 

 

・大きい位から商を考えることができ

る。 

・おおよその数でみることができる。 

・２位数÷１位数の筆算ができる。 

学習形態 Ｔ・Ｔ １Ｃ２Ｔ Ｔ・Ｔ １Ｃ２Ｔ １Ｃ２Ｔ １Ｃ２Ｔ 
 



小単元 ２けたの数でわる筆算（１） ２けたの数でわる筆算（２） わり算のきまり まとめ 

時 ８ ９ ※ １０・１１ １２ １３ １４ １５ ※ 

目 標 

３位数÷２位数＝１位数の筆算

の仮商のたてかたを理解し，その計

算ができる。 

学習内容

を習熟す

る。 

補充 

練習 

３位数÷２位数の筆算の仕方を理解

し，その計算ができる。 

商に０がたつ場合の簡便な筆算の

しかたを理解する。 

学習内容に習熟する。 

除法について成り立つ性質を理解

する。 

末尾に０のある除法の簡便な計算

のしかたと，あまりの求め方を理解す

る。 

学習内容

を習熟す

る。 

補充 

練習 

つかむ 

１．問題を把握する。 

３１７÷３２の筆算の

しかたを考えましょう。 

自力解決 

 

２．課題をつかむ。 

何百÷何十の計算のし

かたを考えよう。 
 

１．問題を把握する。 

色紙が３４５まいあります。

この色紙を２１人で同じ数ずつ

分けると，１人分は何まいにな

りますか。 

２．課題をつかむ。 

３４５÷２１の筆算のしかた

を考えよう。 
 

１．問題を把握する。 

９４１÷２３の筆算の

しかたをくふうしましょ

う。 

自力解決 

 

２．課題をつかむ。 

工夫した計算のしかたを

考えよう。 
 

１．問題を把握する。 

色紙が１５０まいあります。

この色紙を１人に５０まいずつ

分けると何人に分けられます

か。 

 

２．課題をつかむ。 

○÷□＝３となる式を考えよ

う。 
 

１．問題を把握する。 

２７００÷４００の筆算の

しかたをくふうしましょう。 

自力解決 

 

２．課題をつかむ。 

わる数とわられる数に０の

多い計算のしかたを工夫しま

しょう。 
 

みとおす 

３．解決の見通しを持ち，自力解決

する。 

ア １０をたてる。 

イ ９をたてる。 

ウ 商が百の位に９をたてる。 

エ 商が十の位に９をたてる。 

３．解決の見通しを持ち，自力解決する。

（途中まで，おおよそでよい） 

ア １０のたばで考える。 

イ ３４０÷２０と考える。 

ウ 既習の「たてる」「かける」「ひく」

「おろす」で計算する。 

３．解決の見通しを持ち，自力解決

する。 

ア ２１を２３では割れないので

０をたてる。 

３．解決の見通しを持ち，自力解決す

る。 

「○÷□＝３」となる式を数多く作

り出す。 

３．解決の見通しを持ち，自力解決す

る。 

・前時の計算を利用し，筆算を進める。 

・あまりの処理の仕方を考えさせる。 

 

たしかめる 

４．各自の考えを発表し，検討しあ

う。 

 

ウ，エの商の空位の処理 

４．各自の考えを発表しあう。 

ア 一人に１０まいはいきそうだ。 

イ １がたち，あまり１３ 

ウ 既習の「たてる」「かける」「ひく」

「おろす」で計算する。 

４．各自の考えを発表しあう。 

・０をたてて計算を進める。 

・途中を省略する。 

４．各自の考えを発表しあう。 

 

５．共通点を探し関係を考える。 

４．各自の考えを発表しあう。 

・前時の計算を利用し，筆算を発表す

る。 

・あまりの処理の仕方を発表する。 

まとめる 

５．学習のまとめをする。 

商をたてるときには位

置に気をつける。 
 

５．学習のまとめをする。 

何百÷何十の計算も商のた

つ位置を考えながら「たてる」

「かける」「ひく」「おろす」で

計算を進めます。 
 

５．学習のまとめをする。 

わる数より小さくなった

ら，０をたて，とちゅうをは

ぶくことができます。 
 

５．学習のまとめをする。 

わり算では，わられる数とわ

る数に同じ数をかけても，また，

わられる数とわる数を同じ数で

わっても，商はかわりません。 
 

５．学習のまとめをする。 

わられる数とわる数の０を同

じ数ずつけして計算をすすめる

ことができます。また，あまりに

はけした０をつけて考えます。 
 

ひろめる 

６．練習問題を解く。 

 

 

 

７．次時の学習を知る 

 

１．課題をつかむ。 

わり算の問題を速

く正しく解こう 

 

 

 

 

 

 

２．問題を自力解決する。 

（１）筆算形式に書き直

し，検算の練習を

する問題 

（２）包含除であまりの

ある問題。 

（３）倍を求める問題 

 

 

３．練習プリント 

ドリル 

６．練習問題を解く。 

 

 

 

７．次時の学習を知る。 

６．練習問題を解く。 

７．練習をする。 

（１）３位数÷２位数＝２位数 

（２）検算の関係を用いてある数を

みつける問題 

（３）倍を求める問題 

８．次時の学習を知る。 

６．練習問題を解く。 

 

 

 

７．次時の学習を知る。 

６．練習問題を解く。 

 

 

 

７．次時の学習を知る。 

課題解決の

ポイント 

となる 

基礎的事項 

 

・３位数÷１位数＝３位数（空位を

含む，及び百の位や十の位でわり

切れる）の筆算の仕方を理解して

いる。 

・おおよその数でみることができ

る。 

  

・簡単なかけ算わり算を正確にできる。 

 

・ある数字を１のかたまりとして考

えることができる。 

・比べる数と比べられる数が分かる。 

・簡単なかけ算わり算を正確にでき

る。 

 

・ある数字を１のかたまりとして考え

ることができる。 

・比べる数と何倍にあたる数が分か

る。 

 

 

 

 

１．課題をつかむ。 

わり算の問題を

速く正しく解こう 

 

 

 

 

 

 

 

２．問題を自力解決す

る。 

（１）計算の誤りを修正

する問題 

（２）商のたつ位置の理

解をみる問題 

 

 

３．練習プリント 

ドリル 

学習形態 １Ｃ２Ｔ ２Ｃ３Ｔ Ｔ・Ｔ Ｔ・Ｔ １Ｃ２Ｔ １Ｃ２Ｔ ２Ｃ３Ｔ 
 



６ 評価規準表 

７. わり算の筆算を考えよう 

  

 １０月下旬～１１月下旬  １５時間  下p.１３～２６ 

 

【単元の目標】 ○ 
関 

考 

表 

知 

筆算形式による２～３位数を２位数でわる除法計算の仕方について理解し、それを適切に用いる能力を伸ばす。 

・除数が２位数の除法計算のしかたを，既習の除法計算のしかたをもとに進んで考えようとする。 

・見積もりをもとに，仮商の立て方や修正のしかたについて考える。 

・除数が２位数の除法計算を筆算で正確にできる。 

・除数が何十の除法計算のしかたを理解する。 

・除数が２位数の除法の筆算のしかたを理解する。 

 

 

時 目  標 学 習 活 動 観点 おもな評価規準 具 体 の 評 価 基 規 準 

（1）何十でわる計算 ２時間 下Ｐ１３～１４ 十分満足できる（Ａ） おおむね満足できる（Ｂ） 努力を要する（Ｃ）と判断される児童への手だて 

１ 

○何十でわる計算（あまりなし）を

理解し，その計算ができる。 

・立式する。 

・６０÷２０の計算のしかたを考える。 

・６０÷２０の計算のしかたをまとめる。 

・上記の型の計算練習をする。 

 

表 何十・何百何十÷何十の商が１位

数になる暗算ができる。 

除数・被除数とも１０を単位とし

て考えることができ，すばやく正確

に暗算できる。 

除数・被除数とも１０を単位と

して考えることができ，暗算でき

る。 

１０を単位にまとめた色紙の束を分

ける操作を行い，何十・何百÷何十の

暗算のしかたを理解させる。 

２ 

○何十でわる計算（あまりあり）を

理解し，その計算ができる。 

・立式する。 

・９０÷２０の計算のしかたを考える。 

・「商」「積」について知る。 

・上記の型の計算練習をする。 

 

表 何十・何百何十÷何十の商が１位

数（あまりあり）になる暗算ができ

る。 

除数・被除数とも１０を単位とし

て考えることができ，すばやく正確

に暗算できる。 

除数・被除数とも１０を単位と

して考えることができ，暗算でき

る。 

１０を単位にまとめた色紙の束を分

ける操作を行い，何十・何百÷何十の

暗算を理解させる。あまりが何十にな

ることを教える。 

（2）２桁の数でわる筆算 （１） ７時間 下Ｐ１５～２０    

３ 

・ 

４ 

○２位数÷２位数（仮商修正なし）

の筆算の仕方を理解し，その計算

が できる。 

・立式を考える。 

・８７÷２１の筆算のしかたを考える。 

・８７÷２１の筆算のしかたをまとめる。 

・８７÷２１の計算の検算を考える。 

・上記の型の計算練習をする。 

 

考 既習の１位数の除法から，２位数

でわる筆算の仕方を考えることが

できる。 

除数が被除数のいくつ分が商にな

るという筆算のしくみを利用し，除

数が２位数の場合も同じように考え

ることができる。 

除数が２異数になっているとこ

ろに着目し，既習の１位数でわる

筆算の仕方でできそうだという見

通しをもつことができる。 

個別に指導しながら１位数でわる筆

算をもとに，２位数で割る筆算の仕方

を考えさせる。 

５ 

○２位数÷２位数の筆算で過大商を

たてたときの仮商修正の意味とそ

のしかたを理解する。 

・８６÷２３の筆算のしかたを考える。 

・除数を２０（切り捨て）とみて，商の見

当をつける。 

・過大商（仮商修正1回・２回）の場合の

修正のしかたを理解し，この型の計算練

習をする。 

 

表 除数を何十ととらえ，仮商をたて

ることができる。 

筆算のしくみが十分理解できてお

り，過大商を修正することができる。 

過大商を修正することができ

る。 

被除数・除数を何十とみることがで

きるよう指導する。（指でかくさせて

考えさせる。） 



６ 

○２位数÷２位数の筆算で過小商を

たてたときの仮商修正の意味とそ

のしかたを理解する。 

 

・７８÷１９の筆算のしかたを考える。 

・除数を２０（切り上げ）とみて，商の見

当をつける。 

・過小商（仮商修正1回・２回）の場合の

修正のしかたを理解し，この型の計算練

習をする。 

表 見積もりにより仮商を立てたり，

修正したりできる。 

除数の一の位を切り上げて商の見

当をつけることができる。また，過

小商の修正について説明することが

できる。 

除数の一の位を切り上げて商の

見当をつけることができる。また，

過小商の修正ができる。 

除数とあまりの大きさを比べ，たて

た仮商を１大きくして修正を行うよう

助言する。 

７ 

○除数を切り捨て，切り上げの両方

による仮商修正のしかたを比較

し，自分が考えやすい除数の処理

のしかたを考えることができる。 

・８７÷２５の筆算のしかたを考える。 

・除数を切り上げた場合と切り捨てた場合

の筆算のしかたを比べる。 

・自分が考えやすい除数の処理の仕方を考

える。 

考 過大商と過小商のそれぞれの仮

商修正のしかたを比べている。 

除数を適宜四捨五入するなど、適

切な商をたてて計算できる。商が大

きすぎたり小さすぎたりした場合も

修正し、計算できる。 

仮商修正のしかたを比較し，自

分が考えやすい除数の処理のしか

たを考え計算している。 

「ひけない時は１小さくする」，「ま

だひける時は１大きくする」ように助

言する。 

８ 

○３位数÷２位数＝１位数の筆算の

仮商のたてかたを理解し，その計

算ができる。 

・３１７÷３２の筆算のしかたを考える。 

・上記の型の計算練習をする。 

表 ３位数÷２位数＝１位数の筆算

ができる。 

被除数が３桁でも商を正しく見当

でき，商の立つ位置をまちがえずに

計算できる。 

 

被除数が３桁で，，商の立つ位置

をまちがえずに計算できる。 

百の位から商が立つかどうかをたず

ね，正しい商の立つ位置を理解させる。 

９ 

○学習内容を習熟する。 

 

・「練習」をする。 表 ２～３位数÷２位数＝１位数の

筆算ができる。 

２～３位数÷２位数＝１位数の筆

算が正確にすばやくできる。 

 

２～３位数÷２位数＝１位数の

筆算ができる。 

個別に指導を行いながら２～３位数

÷２位数＝１位数の計算をさせる。 

（３）２桁の数でわる筆算 （２） ３時間 下p.２１～２３    

10 

・ 

11 

○３位数÷２位数の筆算の仕方を理

解し，その計算ができる。 

・立式を考える。 

・３４５÷２１の筆算のしかたを考える。 

･３４５÷２１の筆算のしかたをまとめる。 

・上記の型の計算練習をする。 

関 ２位数でわって、商が１位数にな

る既習の計算と関係づけて計算方

法を考えようとする。 

商が２位数になっても，商が１位

数の場合と同じにできると考え，商

を立てる位置に見通しをもちながら

解決しようとする。 

 

商が２位数になっても， 商が１

位数の場合と同じにできると考

え，取り組んでいる。 

商が何の位から立つか問い既習の筆

算と関連づけて考えてみるよう助言す

る。 

12 

○商に０がたつ場合の簡便な筆算の

しかたを理解する。 

○学習内容に習熟する。 

・９４１÷２３の筆算のしかたを考える。 

・上記の型の計算練習をする。 

・「練習」をする。 

表 ３位数÷２位数＝２位数の筆算

ができる。 

除数が２位数で商が２位数の除数

の計算で，商に０が立つ場合などは，

アルゴリズムを省略して簡潔に計算

できる。 

 

除数が２位数で商が２位数の除

数の計算がアルゴリズムどおりに

できる。 

商の見当をたててやり、計算が適切

にできるよう助言する。 

（４）わり算のきまり ３時間 下p.２４～２５    

13 

○除法について成り立つ性質を理解

する。 

 

・１５０÷５０＝３と１５÷５＝３，３０

÷１０＝３の関係を調べて，除法の性質

をまとめる。 

知 除法の性質を理解している。 

 

 

１０倍，１０で割るという関係を

素早く見ることができる。 

 

除法の性質を理解している。 

 

 

関係表をノートにまとめさせ，見な

がら練習問題を解かせる。 

 

14 

○末尾に０のある除法の簡便な計算

のしかたと，あまりの求め方を理

解する。 

・２７００÷４００の計算のしかたを考え，

末尾に０のある数の除法の簡便な計算の

しかたと，あまりの求め方をまとめる。 

関 除数や被除数に同じ数をかけて

もわっても商の数は変わらないと

いう除法の性質が分かり，計算に生

かそうとする。 

除法の性質を利用して、除数・被

除数の末尾の０を処理し，計算しよ

うとしているとともに，余りの大き

さにも着目し，余りの大きさと常数

の関係に目を向けている。 

除法の性質を利用して，除数・

被除数の末尾の０を 処理し，計算

しようとしている。 

１０の束をもとに考えさせながら末

尾０の処理の仕方を理解させる。 

15 

○学習内容を習熟する。 ・「たしかめ」をする。 

・〔チャレンジ〕世界の国々のわり算の筆

算のしかたを比べる。 

知 除法の筆算の仕組みを理解して

いる。 

①②の問題を除法の筆算の仕組み

をもとに誤りを素早く答えることが

できる。 

①の問題をノートに正しく計算

し直すことができる。 

①の問題をヒントにしながら，正し

く計算できるよう助言する。 

 


